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ジェレミー・コービン，2016 年 9 月党首選挙勝利後のスピーチ
1)
2017 年 4 月 18 日，テレーザ・メイ（Theresa May）首相は，議会任期固定










（最終アクセス，2017 年 11 月 20 日）
） スピーチの全文は以下のウエブサイトで閲覧できる。http://www.bbc.com/news/uk-










的になっていった（Ridge-Newman 2017: 78; Thompson and Yates 2017: 131; Parry
2017: 124）。それとともに労働党への支持が急速に拡大し始め，YouGovの投
票意向調査によれば，選挙の日程が発表された直後である 4 月 18-19 日に 24
ポイントであった保守党のリードは（保守党支持が 48％，労働党支持が 24％），




41％であり，1980 年代以来初めて保守党と労働党の 2 党の得票率が 80％を超
えた一方で，自由民主党（Liberal Democrats），英国独立党（UK Independent





挙と比べると 11 ポイント減少の 2％に留まり，党首であったポール・ナトー
ル（Paul Nuttal）は即座に辞任した。その後，保守党と労働党の支持率は逆転
し，2017 年 7 月 5-6 日の YouGov 調査では保守党が 38％に対し，労働党が
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）XVoting Intention Tracker（GB）, from 2015 General Election - Presentc, https://d25d2506sf
b94s. cloudfront. net/cumulus_uploads/document/1e3v2ys385/YG％ 20trackers%20-%20Voting
%20Intention%20PUBLISHED.pdf（最終アクセス，2017 年 11 月 23 日）.
）XVoting Intention Tracker（GB）, from 2017 General Election - Presentc, https://d25d2506sf
b94s.cloudfront.net/cumulus_uploads/document/q8715d97z9/YG%20trackers%20-%20Voting%
20Intention%20since%20GE%202017_W.pdf（最終アクセス，2017 年 11 月 23 日）.
労働党であるが，2015 年総選挙後の党首選挙におけるコービンのやっぱり
「予想外」の勝利が確定して以来，党内対立が顕在化し，党分裂の可能性が絶
えず囁かれるような状態であった。特に，2016 年 6 月の EU 離脱を巡る国民
投票が行われた直後には，「リーダーとしての素養に欠ける」コービンに対す
る「クーデター」が引き起こされる事態にまで至った。影の内閣の閣僚たちが
大量辞任をした上，議会労働党（Parliamentary Labour Party, PLP）の議員の約
4分の 3に当たる 172名が賛成してコービンに対する不信任が可決されたこと
で党首としての権威は失墜し（反対票は 40 票で，棄権票が 13票あった），労働党
の支持率は急落した
6)
（Mason and Asthana 2016; Seymour 2016b）。その後，コ
ービンは 2度目の党首選挙で再選されて党首の座に返り咲くが，議会労働党議
員たちとの対立が解決されたわけでは決してない。2017 年 11 月 20 日に BBC
















） ibid. 2017 年総選挙直前の世論調査において，絶対多数の存在しない「ハング・パーリアメ
ント」（hung parliament）という結果を予測した唯一の世論調査会社である Survation の 2017
年 12 月 3 日の調査によると，労働党の支持率は 45％で保守党が 37％であり，その差は実に 7
ポ イ ン ト と なっ て い る。http: //survation. com/labour-extends-polling-lead-8-points-
conservatives/（最終アクセス 2017 年 12 月 3 日）
） · 3で引用したYouGov の投票意向調査によると，労働党の支持率は 2016 年の 3 月に保守
党を上回り，この傾向はEU離脱の国民投票の公式キャンペーンが始まる 4月まで続いていた。
国民投票前の最後の調査（4 月 25-26 日）によれば，保守党の指示が 30％であり，労働党支持
が 33％であった。
） この原稿を執筆時点では YouTube で視聴可能である。https://youtu.be/sWnIpHAHaaE




















































ば挙げられるのが政党政治の衰退である（Kitschelt 2004; Dalton, Farrell and


















論することはできないと議論している（Scarrow and Gezgor 2010）。
Holliday 2002; Mair and van Biezen 2001; van Biezen, Mair and Poguntke 2012; van
Biezen and Poguntke 2014; Best 2011; Evans and Tilley 2011; 近藤 2016）。
政党が機能する社会的文脈や政党システムの変容に着目する上記の議論に加
え，政党の代表機能の低下を政党組織の変化に関連させて指摘したのが，リチ
ャード・カッツ（Richard S. Katz）とピーター・メア（Peter Mair）の「カルテ






















































































下し，政治過程の不安定化が進行する（Beck 1992: 187-95; ベック 1998: 384-95）。
こうしたベックの議論を受けて，前出のメアは，市民が政治から撤退し，離脱
する傾向の拡大は，これまで標準とされてきた政治，言い換えるならば「大文



















































Labour Party a Failure?）と題されたパンフレットを出版し，急速に拡大する失
業問題に対する党執行部の対応の不十分さを厳しく批判している（Hain 2016:












裂した時に特に先鋭化した（Thorpe 2015: 78-82; Seymour 2016a: 98-108）。この
























































2017 年に出版された論考において，1960 年代から 70 年代にかけて，学生運動
やフェミニスト運動などとの対話を通じて練られていった「新しい政治」の議
論は，「支配としての権力」（power as domination）ではなく「変革への可能性













































Executive Committee）の下に組織されたその数 50 にのぼる政策委員会の共同













には当初から反対しており（Thorpe 2015: 188-9），1974 年の政権復帰後に「社

















で「The Great Moving Right Show」という論考を発表したのは，1979 年総選




































































1994 年にトニー・ブレア（Tony Blair）が党首に選出されてから 1997 年総選
挙に至る過程で 40万人を超えるまでに増加している。ところが，その後，党
員数は，ブレアが設定した 50万人という目標に達することはなく，2009 年ま
で一貫して減少を続けて 15.6 万人にまで落ち込んでいる（Pemberton and
Wickham-Jones 2013: 188-9）。すでに 2002 年に出版された著書で，パトリッ
ク・シード（Patrick Seyd）とポール・ホワイトリー（Paul Whiteley）は，ニュ














































































































という批判は 2015 年総選挙の前から労働党に向けられており（Jones 2014:





















かった（Goes 2016: 87-8）。コービンの党首選出馬は，したがって，2015 年総
選挙での労働党の応答性に失望した進歩的な有権者のニーズに呼応するもので
あったのである。
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2015 年党首選キャンペーンの過程を通じて，コービンはイギリス各地でそ
の数 100 にのぼる集会を行なっている（Seymour 2016a: 7）。そうしたコービン
の集会には，次第に多くの人びとが詰めかけるようになり，シーモアによると




















。公式の発表によれば，現在では 2,000人のメンバーと 200,000 のサポ
ーターが所属し，150 の地方支部を持つ組織にまで発展したが，そもそもはコ
ービンの 2015 年党首選キャンペーンに参加したボランティアが集まって，党







tum.com/ なお，以下のMomentum に関する記述は，2017 年 8 月 23 日（Momentum 本部），











Momentum の Facebook 上の動画の閲覧は選挙戦最終週には 2300 万回に達
し，もっとも注目を集めたキャンペーン・ビデオ「Tory Britain in 2030: Dad-
dy, Why Do You Hate Me?｣
13)
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